
 
 

第２回鹿児島県特別職報酬等審議会 議事概要 
 

 

１ 日  時：令和８年10月23日（金）午前10時～午前10時26分 

２ 場  所：鹿児島県庁行政庁舎７階 ７－Ａ－２会議室 

３ 出席委員：７名（有山委員、岩重委員、大迫委員、海蔵委員、小林委員、宮廻委員、

森委員） 

４ 傍 聴 人：なし 

 

５ 会次第 

(1) 開会 

(2) 議事（特別職報酬等の改定内容について） 

(3) 閉会 

 

６ 審議事項についての主な質疑及び意見 

(1) 主な質疑・意見 

  ・ 知事の給料は、現状が低いので引上げるべき。 

  ・ 知事のみならず、特別職報酬等の改定については、福岡県議会がその公費支出に

ついて問われているように、世論の注目を浴びる。県議会を含め、県民の皆さんへ

の丁寧な説明をお願いしたい。 

  ・ 今回の改定内容は、根拠も明確で合理的。今後の見直しに当たっては、見直しま

での期間を短くしてはどうか。 

  ・ 知事の給与について、事務局の改定試案どおりに改定するとの意見で異議なし。 

  ・ 議員報酬の改定額については異存はないが、物価高で住民全てが大変な時期。議

員定数を削減してはどうかと考えている。 

  ・ 知事以外の特別職の給与について、事務局の改定試案どおりに改定するとの意見

で異議なし。 

  ・ 特別職の期末手当や退職手当については、条例上の諮問対象ではなく、今後、こ

れらの手当の水準見直しに当たって、諮問対象の報酬等の改定が必要なときに併せ

て、審議会の意見を聞くこととすると、他団体に比べて見直し時期が遅れるなどの

課題が想定される。報酬等の改定の必要性にかかわらず、県において必要の都度見

直していくべき。 

  ・ 期末手当や退職手当については、見直しのタイミングを逸することがないよう、

必要の都度、県において適切に見直しを行うことについて、答申の附帯意見に記載

することで異議なし。 

 

(2) 締め 

 ・ 答申書に記載する具体的な文案については、会長一任で異議なし。 


